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１．研究計画の概要 

（1）効果的な集団的転倒予防プログラムの検

証：①研究1：身体機能、精神・認知・心理機

能を客観的に評価し、在宅高齢者の転倒発生

要因を1年毎の前向き研究法などによって明

らかにする。②研究2：研究１によって得られ

た結果から転倒予防プログラムを立案すると

ともに、先行研究で示されている転倒予防プ

ログラム（下肢筋力強化、バランス練習、散

歩、健康体操）をランダム化比較試験によっ

て、どの介入方法が転倒予防に効果的である

のかを検証する。 

（2）個別最適化した転倒予防プログラムの 

構築：③研究 3：研究２によって転倒予防に 

効果が認められた介入方法について、その継 

続性と転倒予防との関連について 3年間フォ 

ローアップし、1 年毎に比較検討する。④研 

究 4：新たに募集した対象高齢者に対して、 

転倒予防プログラムの実施に対する参加者 

の準備状態に応じて、彼らの行動変化ステー 

ジに即した継続性のある個別最適化プログ 

ラムを開発する。 

２．研究の進捗状況 

本年度までに実施した高齢者の転倒調査、

身体・認知・精神心理機能検査を実施した高

齢者数は述べ1,191名、重複（継続）調査者を

除くと562名の調査が行えた。これは対象地域

（福岡県福智町方城地区）の高齢者数（2,040
名）の4分の1に相当する。研究1および研究2
については、平成19・20年度を中心に、研究3
および研究4については21・22年度を中心に実

施してきた。 
平成19年度のベースライン調査が行えた 

高齢者330名のうち、150名の高齢者を対象に

3ヵ月間のウォーキングと太極拳の介入効果

をランダム化比較試験によって検討した（効

果判定は20年度に実施）。ウォーキング介入

の参加率は80％以上であり、太極拳は約90％

の対象者が3ヶ月間継続でき、ともに良好な

参加率を示した。ウォーキング実施群、太極

拳実施群、統制群について転倒予防効果を分

析すると、ウォーキング実施群の転倒者数に

減少傾向が認められたが、統計学的有意差は

認められなかった。ただし、身体・認知・精

神心理機能について二元配置分散分析によ

り検討した結果、ウォーキングを実施するこ

とによる健康増進効果（下肢筋力や歩行能力

などの身体機能ならびに主観的健康感や生

活満足度などの精神心理機能が改善）が認め

られた。なお、転倒予防プログラム介入は、

トレーニングメニューを増やして継続中で

ある。 

 21年度には、306名の高齢者に対して調査を

実施した。転倒予防を含めた健康増進のため

に、定期的に運動を行っている高齢者（トラ
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ンスセオレティカルモデルの構成概念である

行動変化ステージの実行期と維持期）は70%

に及んでいる。運動習慣に関する全国調査（

厚生労働省；国民健康・栄養調査，2007）に

よると、高齢者で運動習慣のある者の割合は

男女ともに40%を下回っており、本研究の対象

地域の転倒予防に対する意識が高いことは明

らかであり、本研究の一つの介入効果と考え

られる。 

３．現在までの達成度 

  「②おおむね順調に進展している」 

理由：研究 1～3 については、計画通り 21

年度までに研究成果を上げており、地域全体

の転倒予防に関する関心も高まった。 

４．今後の研究の推進方策 

 22 年度の課題は、研究 4 の個別最適化プロ

グラムの開発であるが、同地域での新規対象

者のリクルートは困難であるため、他の地域

で対象者を募集し、研究を実施する予定であ

る。 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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